
■ 株主の皆様へ
　株主の皆様には、平素より格別のご高配を賜り、厚く御礼申しあげます。
　さて、当社第63期の第２四半期（2019年４月１日から2019年９月30日まで）を終了いたしましたので、第63期上半
期報告書としてお届け申しあげます。

当期の業績について
　当社グループの主要ユーザーである自動車関連企業では、ワールドワイドでの自動車生産台数は、地域によってまだら
模様ながら引き続き堅調に推移いたしました。
　当社グループにおきましては、総力をあげて売上高の伸長に努めるとともに、継続的なコスト抑制を推進し、収益の維
持に努めてまいりました。
　この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は623億36百万円（前年同四半期比9.2％増）となり、営業利益は20億
43百万円（前年同四半期比3.5％増）、経常利益は20億１百万円（前年同四半期比1.3％増）、親会社株主に帰属する四半
期純利益は、13億７百万円（前年同四半期比2.2％減）となりました。

第63期の見通し
　通期での連結業績は、売上高は1,240億円（前期比4.2％増）、営業利益は42億円（同
2.8％減）、経常利益は41億20百万円（同3.6％減）、親会社株主に帰属する当期純利益
は、27億20百万円（同3.1％減）と見込んでおります。

配当について
　第63期の中間配当につきましては、2019年11月8日開催の取締役会にて、当社の利
益配当の基本方針及び今般の当社業績の状況を踏まえて、１株当たり50円に決定いた
しました。
　また、期末配当につきましては、１株当たり55円を予定しております。
　これにより、年間配当予想は１株当たり105円となり、配当性向予想は34.1％とな
ります。

2019年12月

代表取締役社長

第63期上半期報告書 2019年４月１日から
2019年９月30日まで

証券コード：7467



■ 当上半期業績の概要
連結財務ハイライト

連結財務諸表
四半期連結貸借対照表

（単位：百万円）

四半期連結損益計算書
（単位：百万円）

四半期連結キャッシュ・フロー計算書
（単位：百万円）

科　　目 当第２四半期末
2019年９月30日

前期末
2019年３月31日

資産の部
流動資産 57,126 58,017
固定資産 5,084 5,162
資産合計 62,210 63,179
負債の部
流動負債 22,418 25,230
固定負債 5,568 4,499
負債合計 27,986 29,730
純資産の部
株主資本 31,992 31,154
その他の包括利益累計額 176 263
非支配株主持分 2,054 2,032
純資産合計 34,223 33,449
負債純資産合計 62,210 63,179

科　　目
当第２四半期

自2019年４月１日
至2019年９月30日

前第２四半期
自2018年４月１日
至2018年９月30日

売上高 62,336 57,077
売上原価 56,179 51,283
売上総利益 6,157 5,794
販売費及び一般管理費 4,114 3,820
営業利益 2,043 1,974
営業外収益 60 53
営業外費用 101 51
経常利益 2,001 1,975
特別損失 3 1
税金等調整前四半期純利益 1,998 1,974
法人税等 663 634
四半期純利益 1,335 1,340
非支配株主に帰属する四半期純利益 28 3
親会社株主に帰属する四半期純利益 1,307 1,336

科　　目
当第２四半期

自2019年４月１日
至2019年９月30日

前第２四半期
自2018年４月１日
至2018年９月30日

営業活動によるキャッシュ・フロー 908 324
投資活動によるキャッシュ・フロー △133 △292
財務活動によるキャッシュ・フロー 179 474
現金及び現金同等物に係る換算差額 △73 △32
現金及び現金同等物の増減額 881 473
現金及び現金同等物の期首残高 7,508 6,540
現金及び現金同等物の四半期末残高 8,389 7,013
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・第２四半期ベースにおいて、売上高は６年連続、営業利
益、経常利益は３年連続で増加し、過去最高を更新しま
した。

・長期借入金12億50百万円を新規調達したため、固定負
債が増加しております。

詳細は、当社ホームページの「IR情報」をご覧ください。　https://www.hagiwara.co.jp/ 萩原電気ホールディングス 検索検索
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■ 事業の概況
デバイス事業 海外展開

ソリューション事業

個人投資家との対話の機会　拡大
当社グループの知名度向上及び事業の理解を深めていただくため、個人投資家
向けのIR説明会及び企業向けの展示会へ積極的に出展いたしました。

2019年度第２四半期においては、７月に名証IRエキスポ201９（名古屋）、９月に
個人投資家向けIRセミナー（大阪）に参加し、多数の個人投資家との対話の機
会を設け、ご好評をいただきました。

また、展示会においては、画像処理の応用技術やAI・IoT時代に向けたエッジコ
ンピューティング関連技術、人とモノの所在管理システム等への取り組みをはじめ、
各事業会社の技術力・提案力を幅広く発信いたしました。

今後も株主の皆様のご期待に添えるよう、広報活動に鋭意努力してまいりますの
で、引き続き、ご支援ご鞭撻を賜りますよう心よりお願い申し上げます。

■ トピックス
萩原エレクトロニクス株式会社　関西支店設立
　当社の子会社である萩原エレクトロニクス株式会社において、関西地区でのステークホルダーへの対応の強化及び当社グループ
の中核事業であるデバイス事業の更なる拡大を目的に、2019年4月1日付で関西支店を設立いたしました。
※萩原テクノソリューションズ株式会社においては、2016年1月27日付で関西支店を設立しております。

　当社グループは「創造と挑戦」の経営理念のもと、各事業を取り巻く激しい環境
変化への対応力を高めるとともにグループ全体の企業価値の最大化を図っておりま
す。2018年４月の持株会社体制への移行を皮切りに、各事業各社において、市場
の動向や顧客のニーズを的確に捉えた営業活動に注力しており、関西支店新設もそ
の一環であります。

　今後も最適な事業運営を図りながら、更なる高度な社会環境の変化に対応すべく
邁進していく所存でございます。
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海外事業会社におきましては、日系の自動車メー
カー・自動車部品メーカーを中心に海外生産をサ
ポートしております。顧客の海外生産拡大に伴い、
海外事業会社の売上も堅調に伸長しております。
エレクトロニクスの高度化や現地開発の増加に伴
い、技術的な支援も強化を進め、日本で培ったナ
レッジと各拠点で得た有益な情報を活かして、最
適なソリューションをご提供していきます。

デバイス事業におきましては、電子制御が進む自動車向けシステムＬＳＩ
などの半導体や電子部品の販売及び技術支援、組込システムのＰоＣ（概
念実証）開発支援や受託開発事業を行っております。
当第２四半期連結累計期間におきましては、自動車生産台数が新型車効果
等で国内生産を中心に総じて堅調に推移したことや、電動車両や先進運転
支援システム搭載車両の各納入部品の需要が拡大した結果、デバイス事業
の売上高は508億24百万円（前年同四半期比8.9％増）、営業利益は14億6
百万円（前年同四半期比1.0％減）となりました。

ソリューション事業におきましては、ＩＴ機器、計測機器及び組込機器の販
売からＩＴプラットフォーム基盤構築及びＩｏＴシステムの提案に加え、Ｆ
Ａシステムや特殊計測システムの設計・製造・販売及び産業用コンピュータ
の開発・製造・販売を行っております。
当第２四半期連結累計期間におきましては、主要顧客企業の設備投資需要や
情報化投資需要を的確に捉えたことや、組み込み分野で需要増があった結果、
ソリューション事業の売上高は115億12百万円（前年同四半期比10.8％増）、
営業利益は６億36百万円（前年同四半期比15.0%増）となりました。

第２四半期

７月

2019年度の取り組み及び予定

名証IRエキスポ2019参加（名古屋）

第３四半期

８月 ９月 10月 11月 12月

決算説明会

CEATEC2019 出展（千葉）

第2四半期決算発表・個人投資家向けIRセミナー参加（大阪）
・スマート工場EXPO出展（名古屋）
・カーエレクトロニクス技術展出展（名古屋）

名証IRエキスポ2019　説明会風景

※名証IRエキスポへは６年連続参加



■ 会社概要

■ 株式情報（2019年９月30日現在） ■ 株主メモ

【株式に関する住所変更等のお手続きについてのご照会】
　証券会社の口座をご利用の株主様は、三井住友信託銀行株式会社ではお手
続きができませんので、取引証券会社へご照会ください。

【特別口座について】
　株券電子化前に「ほふり」（株式会社証券保管振替機構）を利用されてい
なかった株主様には、株主名簿管理人である上記の三井住友信託銀行株式
会社に口座（特別口座といいます。）を開設しております。特別口座につ
いてのご照会及び住所変更等のお届出は、上記の電話照会先にお願いいた
します。

ホームページのご案内

https://www.hagiwara.co.jp/

当社のホームページでは、会社情報、IR
情報、商品情報など様々な最新情報を
掲載しております。ぜひ、ご覧ください。

萩原電気ホールディングス 検索検索

株式数分布状況

金融機関
2,810,100株
31.16%

その他の法人
1,111,550株
12.33%

証券会社
94,029株
1.04%

外国法人等
994,617株
11.03%

個人・その他
4,007,704株
44.44%

商 号 萩原電気ホールディングス株式会社
HAGIWARAELECTRICHOLDINGSCO.,LTD.

所 在 地 〒461–8520　名古屋市東区東桜二丁目２番１号
　電話　代表（052）931–3511

創 業 1948年３月31日
設 立 1958年12月20日
事 業 内 容 電子デバイス及び電子機器の販売ならびに

FA機器の製造販売を行うグループ企業の
経営戦略策定及び管理

資 本 金 4,361,243,696円（2019年９月30日現在）
従 業 員 数 581名（連結）（2019年９月30日現在）
証券コード 7467

役 員
代表取締役社長 岩　井　三津雄 取締役（監査等委員） 宮 本 敬 三
専務取締役 森 　 武 彦 社外取締役（監査等委員） 辻 中 　 修
専務取締役 白 木 一 成 社外取締役（監査等委員） 川　脇　喜久雄
常務取締役 萩 原 智 昭 社外取締役（監査等委員） 早 川 尚 志

執 行 役 員
執 行 役 員 山 田 文 彦 執 行 役 員 佐 橋 　 融
執 行 役 員 平 川 佳 弘 執 行 役 員 佐 藤 達 人

■ グループ会社
［国内］
●萩原エレクトロニクス株式会社
●萩原テクノソリューションズ株式会社
●萩原北都テクノ株式会社
●株式会社クロスベース

［海外］
●SingaporeHagiwaraPte.Ltd.
●HagiwaraAmerica,Inc.
●萩原電気韓国株式会社
●萩原貿易（上海）有限公司
●HagiwaraElectricEuropeGmbH
●HagiwaraElectric（Thailand）Co.,Ltd.

Hagiwara Electric Europe GmbH

萩原貿易（上海）有限公司

India Liaison Office 
(Singapore Hagiwara Pte. Ltd.)

萩原電気韓国株式会社

Hagiwara America, Inc.

Singapore Hagiwara Pte. Ltd.

Hagiwara Electric (Thailand) Co., Ltd.

萩原電気ホールディングス㈱
萩原エレクトロニクス㈱
萩原テクノソリューションズ㈱
萩原北都テクノ㈱
㈱クロスベース

＜日本国内＞

事　 業　 年　 度 毎年４月１日から翌年３月31日まで
定 時 株 主 総 会 毎年６月開催
基　　　 準　　　 日 定時株主総会 毎年３月31日

期末配当金 毎年３月31日
中間配当金 毎年９月30日
そのほか必要があるときは、あらかじめ
公告して定めた日

株 主 名 簿 管 理 人 及 び 
特別口座の口座管理機関

東京都千代田区丸の内一丁目４番１号
三井住友信託銀行株式会社

株 主 名 簿 管 理 人 
事 務 取 扱 場 所

名古屋市中区栄三丁目15番33号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

郵 便 物 送 付 先 〒168-0063　東京都杉並区和泉二丁目８番４号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

電 話 照 会 先 0120−782−031（フリーダイヤル）
イ ン タ ー ネ ッ ト（ホームページURL） https://www.smtb.jp/personal/agency/index.html

（当社ホームページの「株式手続のご案内」からリンクしております。）
公 告 の 方 法 当社ホームページに掲載します。

（https://www.hagiwara.co.jp/）
上 場 証 券 取 引 所 東京証券取引所市場第一部

名古屋証券取引所市場第一部

1. 発行可能株式総数 16,000,000株
2. 発行済株式の総数 9,018,000株（自己株式180,644株を含む）
3. 株主数 2,825名
4. 大株主
株主名 持株数 持株比率

株 ％
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口) 909,800 10.29
有限会社スタニイ 495,250 5.60
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 426,800 4.83
BBHFORFIDELITYPURITANTR：FIDELITY
SRINTRINSICOPPORTUNITIESFUND 350,000 3.96

萩原智昭 336,400 3.81
萩原義昭 248,175 2.81
萩原電気従業員持株会 240,074 2.72
株式会社三菱ＵＦＪ銀行 232,500 2.63
名古屋中小企業投資育成株式会社 230,000 2.60
資産管理サービス信託銀行株式会社（証券投資信託口) 221,200 2.50
（注）持株比率は、自己株式（180,644株）を控除して計算しております。


